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決算に対する討論の概要
　令和２年度決算（一般会計、３特別会計および公共下水道事業会計）に対し、６名の議員がそれぞれ
所属する会派を代表して討論を行いました。その概要は次のとおりです。

（金額の単位は円）
会　計　名 歳入決算額 対前年度伸率 歳出決算額 対前年度伸率 歳入歳出差引額

　一 般 会 計 66,898,654,615 　42.9％ 64,070,276,807 　40.9％ 　2,828,377,808
　特 別 会 計 23,055,427,792 　 3.0％ 21,925,555,175 　 1.9％ 　1,129,872,617

国 民 健康保険事業 11,811,949,929 △ 3.0％ 11,656,295,591 △ 3.9％ 　 155,654,338
介 護 保 険 事 業 9,339,920,849 　10.1％ 8,371,407,215 　 8.6％ 　 968,513,634
後期高齢者医療事業 1,903,557,014 　11.0％ 1,897,852,369 　13.5％ 　 5,704,645

　企 業 会 計
3,827,046,602 △ 6.1％ 4,422,817,367 △ 5.6％ △ 595,770,765公 共 下 水 道 事 業

合　　　計 93,781,129,009 　28.0％ 90,418,649,349 　26.1％ 　3,362,479,660

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
厳
し
い
社
会
情
勢
下
で
も
良
好
な
財
政
状
況
が
堅
持
さ
れ
た
と
高

く
評
価
し
て
い
ま
す
。
▽
自
主
財
源
比
率
の
大
き
な
低
下
は
、
コ

ロ
ナ
禍
関
連
事
業
の
影
響
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
け
ば
例
年
並
み
で

す
。
▽
市
債
は
特
例
債
の
借
り
入
れ
で
残
高
が
若
干
増
加
し
ま
し
た

が
、
市
民
１
人
当
た
り
の
残
高
は
減
少
し
、
県
内
16
市
で
最
少
を
堅

持
し
ま
し
た
。
基
金
は
コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
特
例
債
の
借
り
入
れ
で
一
定
の
残
高
を

確
保
し
て
、
先
の
見
通
せ
な
い
状
況
に
機
動
的
に
対
応
で
き
る
備
え

と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
評
価
し
て
い
ま
す
。
▽
市
債
と
基
金
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
で
す
が
、
非
常
時
と
も
言
え
る
現

状
で
は
、
こ
れ
ら
の
積
極
的
な
活
用
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

▽
令
和
２
年
度
は
新
総
合
計
画
え
び
な
未
来
創
造
プ
ラ
ン
２
０
２
０

が
ス
タ
ー
ト
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

力
強
く
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
▽
海
老
名
駅
西
口
地
区
で
道
路
や
消
防

署
西
分
署
な
ど
を
整
備
し
、
地
区
の
基
盤
強
化
を
図
っ
た
こ
と
を
高

く
評
価
し
て
い
ま
す
。
▽
有
馬
図
書
館
と
門
沢
橋
コ
ミ
セ
ン
の
大
規

模
改
修
工
事
に
よ
り
、
２
施
設
が
効
果
的
に
一
体
活
用
で
き
利
便
性

が
向
上
し
ま
し
た
。
▽
わ
が
会
派
か
ら
も
そ
の
加
速
を
求
め
た
、
市

内
の
小
中
学
校
教
育
の
情
報
化
を
推
進
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
で
は
、
各
校
に
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

に
よ
る
不
登
校
の
子
ど
も
な
ど
へ
の
学
習
機
会
の
確
保
な
ど
、
効
果

的
な
活
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
▽
ス

ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
の
要
件
緩
和

や
遡
及
対
応
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家

計
が
急
変
し
た
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

こ
と
は
高
く
評
価
し
ま
す
。
▽
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
や
、
中
小
企
業

等
事
業
継
続
支
援
金
の
支
給
で
、
市
民

生
活
を
守
り
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図

ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

政
進
会

賛成

公
明
党

賛成

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
令
和
２
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月
下
旬
か
ら
拡
大
し
始
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
政
府
は
４
月
７
日
緊
急

事
態
宣
言
を
発
令
し
、
現
在
は
第
５
波
の
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
と

な
り
、
10
月
１
日
に
は
全
て
の
地
域
で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
第
６
波
が
心
配

で
す
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ
た
年
で
し
た
。
▽
こ

の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
度
の
予
算
が
執
行
さ
れ
、
感
染
症
で
の
混

乱
と
い
う
、
お
そ
ら
く
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
状
況
の
中
で
、

小
中
学
校
の
臨
時
休
業
や
公
共
施
設
の
閉
鎖
な
ど
が
、
先
が
見
え
な

い
状
態
で
の
市
政
運
営
に
追
い
打
ち
を
か
け
ま
し
た
。
国
の
相
次
ぐ

補
助
事
業
に
対
し
、
多
く
の
自
治
体
が
専
決
処
分
で
対
応
す
る
の
に

対
し
、
内
野
市
長
は
議
会
の
理
解
を
得
た
上
で
執
行
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
臨
時
会
を
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

常
に
議
会
で
の
理
解
を
優
先
さ
れ
る
内
野
市
長
の
姿
勢
に
は
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。
▽
令
和
２
年
度
で
は
、
数
多
く
の
計
画
的
な
事

業
や
突
発
性
の
高
い
事
業
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
や
感
染
者
の
支
援
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
が
取

り
上
げ
る
よ
う
な
全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
海
老
名
市
は

行
っ
て
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
▽
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、

門
沢
橋
コ
ミ
セ
ン
・
有
馬
図
書
館
の
大
規
模
改
修
や
防
災
強
化
の
た

め
の
消
防
署
西
分
署
の
開
署
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
▽
ソ
フ
ト
面

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
市
内

業
者
の
支
援
や
市
民
を
対
象
に
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
、
全
市
民

を
対
象
と
し
た
国
か
ら
の
特
別
定
額

給
付
金
の
迅
速
な
支
給
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
▽
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
立
ち

止
ま
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
予
測
不
能
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
次
の
50
年
を
見

据
え
た
市
政
運
営
に
期
待
し
ま
す
。


